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東海第二の来年12月再稼働とめよう
地質データ改ざんの原電は原発やめよ
■茨城県・推進派議員・原電が一斉に動く
　１９年２月に日本原子力発電（原電）の村松
衛社長が再稼働を目指す意向を表明し、２０年
１月には「再稼働に必要な安全対策工事の終了
時期が２２年１２月になる」と発表した。すで
に１９年から再稼働に向けた工事がなし崩しに
始まり、２０年４月からは防潮堤などの本格工
事が強行されている。さらに昨秋には、２２年
１２月再稼働に向けて、茨
城県、原電、推進派議員ら
が一斉に動きはじめた。
　１０月２９日に、約４０
人の自民党・公明党などの
茨城県議が参加して、再稼
働問題について情報共有
するという趣旨で「原子
力政策研究会」を発足させた。約８０人の市町
村議も参加した。再稼働反対の議員を排除して
おり、県議会での再稼働推進決議に向けて賛成
派を固める狙いである。
　１１月７日には茨城県が、原子力広報紙を新
聞折り込みで全県に配布した。東海第二の再稼
働について「安全性の検証を行うとともに、国
や市町村などと実効性ある避難計画の策定に取
り組んでいます」との趣旨。あたかも “ 安全性
が検証され、実効性ある避難計画ができる ” か
のような大嘘を振りまくものである。実際、県
の広域避難計画をめぐり、原発の３０㌔圏内
から避難する人を受け入れる避難所が過大に
見積もられていたことが発覚した ( １・３０毎
日）。体育館やらの一部施設でトイレや倉庫な
どの「非居住スペース」を除外しなかったため、
収容人数が約１万８０００人分不足していた。
３０㌔圏の９４万人の「実効性ある避難計画」
など、できるはずがない。
　１１月１３日～３０日には、原電による住民
への説明会が１７回行われた。参加者からの質
問にはまともに答えようとせず、用意したコ
メントを繰り返すのみで、怒りを買った。水

戸市の説明会
では、原電の
阿部地域共生
担当は「法的
には、避難計
画ができてい
ないから再稼
働できないと
はなっていな
い」と居直っ
た。原電は１月に、その説明会での「主なご質
問と当社からの回答」をホームページに載せた。
事故時の避難について質問されて、「万が一避
難が必要となる事故の際にも被害を最小限にと
どめる対策」云々と、「避難が必要となる事故」
がありうると公言した。実際は避難などできな
い、首都圏が総被曝する、福島第一原発よりもっ
と過酷な核惨事になる。「万が一」にもそうい
う事故がありうるのなら、再稼働するな！
■原電本店が書き換えの張本人
　原子力規制委員会による敦賀原発２号機の審
査で、原電は地震データを８０カ所以上も改ざ
んしていた。ボーリング調査で「未固結」（土）
と記載されていた所を「固結」（岩石）と書き
換え、直下の活断層の存在をごまかそうとした。
しかも、１２月に規制委が原電本店に立ち入り
検査に入ったように、書き換えは本店幹部の指
示による。その本店が東海第二の再稼働を企ん
でいるのだから、同じような改ざんが疑われて
当然だ。規制委は検査継続の方針であり、全容
を公開させなければならない。
　また、再稼働のための工事をめぐる原電とゼ
ネコン３社の契約交渉が、資金不足により、交
渉開始から２年以上を経ても妥結していないこ
とが判明した ( ２・１朝日）。これも決定的な
弱点であり、再稼働阻止は可能だ。首都圏を先
頭に「再稼働の工事中止を求める署名」にさら
に取り組み、原電・東電を攻め立てよう。（事
務局）

耐震補強工事が進む東海第二原発

東海第二原発で進む事故対策工事（12 月 19 日
東京新聞・茨城版より〔写真も〕）
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　女川原発の再稼動
反対の一つの根拠に
「避難計画には実効性
がない」と言われて
います。今、避難道
路計画はどうなっているのか、女川町議会議員
の阿部美紀子さんに案内していただきました。
１．女川原発周辺環境放射線監視システム
　立派な町役場庁舎の中に大型液晶モニターが
ありました。女川原発から３０ｋｍまでのいろ
いろな地点
の放射線量
を日々計測
して、デー
タが表示さ
れ て い ま
す。東電福
島第一原発
事故の後に
見ると、原発からの距離５ｋｍ、１０ｋｍとい
う数字に怖さを覚えました。
２．避難道路
　石巻と女川の間は海岸沿いに国道３９８号線
がありますが、片側一車線の細い道路で、この
道路を使ってしか避難できないことが問題の一
つとして指摘されています。
　女川に行く途中、道路のそばに海をまたぐよ
うな大きな橋が建設されていました。

　

　女川の中心部から原発がある浜までは、７～
８ｋｍあります。海沿い道路の傍らのいくつか
の浜を通りましたが、みな津波で被災して港に
は漁船しかなく、高台に住宅地ができていまし
た。いたるところで道路工事が始まっています。
　飯子浜の高台の住宅地のそばには広い道路を
建設する大規模な工事が始まっていました。浜

から高台に上って行く道路は山を切り崩してい
て山肌がむきだしです。２０１９年の台風１９
号で、土砂崩れがおきて浜の方は孤立状態に
なったそうです。まして地震が起きたら、山崩
れが起きない保証はありません。

３．３．１１と女川原発
　女川原発のすぐ真上の高台にＰＲセンターが
あります。おしゃれできれいな建物です。
　３．１１大震災の時、ここに地元の人たちが

ＮＡＺＥＮみやぎ　小原 

町役場内にある放射線監視システム

避難道路横の山肌

国道 398 号わきにつくられている避難道路

山を切り崩して建設工事中の避難道路

阿部美紀子町議（右）と小原さん（左）
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避難していたのですが、ＰＲセンターの建物が
被害を受け、狭かったことなどから、電力の社
員の誘導によって原発敷地内の体育館に移動し
たそうです。
　このとき女川原発は４系統の電源が使えなく
なっていました。「まだ原発がどういう状況か
わからない中で体育館に避難させたことは今で
も問題だと思う」と美紀子さんは話してくれま
した。女川原発は紙一重で爆発を逃れただけな
のです。ぞっとする話です。
　原発のゲート前からＰＲセンターの間の道路
にはお父さんの阿部宗悦さんがたてた原発反対
の看板がありました。福島第一原発事故で宗悦
さんはどれだけ悔しかっただろうと思いまし
た。
４．寄磯浜について
　寄

よりいそ

磯浜（石巻市）は女川原発を通り過ぎて、
さらに突き出た半島を下に下りていった浜で、
高台に家が立ち、学校もある地区です。浜はこ
れまで通ってきた浜より大きく港には何艘も船
がとまっていました。美紀子さんはここが一番
問題な地区と案内してくれました。
　ここは原発から５ｋｍ以内の浜なので、事故
が起きたらすぐに避難しなければならない地区
なのですが、原発事故が起きて避難するときに
は、まず原発に向かって細い道を登っていくし
か方法がないからです。浜に下りる急な坂道を
通りながら、避難の様子を想像すると本当に怖
くなりました。
　ここは昔から、原発反対の人が多い地区なの
だそうです。浜に向かう道路のところどころに
は、寄磯青年団や実業団の方がたてたという古

い看板や真新しい看板がありました。
５．「鳴り砂」について
　女川原発の全体が良く見える小屋取浜にも案
内していただきました。すぐ目の前の原発が
建っている所は鳴

ならはま

浜といい鳴り砂の浜でした。
砂浜を歩くと「キュッ、キュッ」と鳴ったそう
です。みやぎ脱原発・風の会の『鳴り砂』とい
う会報の名前の由来なそうです。防潮堤に比べ
てトラックがとても小さく見えました。　

６．インタビューを終えて
　議会が終わってすぐ連絡を頂き、丁寧に案内
をしていただいて感謝でした。
　津波で女川の人口は減少したのですが、原発
に反対な人ほど海へのこだわりが強く、被災し
ても、浜に戻ってきて漁業を再開しているとの
こと。なるほどと思いました。
　町の中心の商店街は仙台市内のようなおしゃ
れな店が立ち並んでいます。しかし、いったん
原発事故が起きたら、家も海も捨てて逃げなけ
ればならないリスクを背負った町なのです。「福
島のように事故が起きたら、二度と故郷に戻る
ことができなくなるような原発が本当に必要で
すか？」という美紀子さんの訴えに、改めて「そ
うだ」と確信を深める日となりました。

小屋取浜から見える女川原発

シーパルヒア女川商店街
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『東電被曝 二〇二〇・黙示録』の一読を

　10年目の3・
11 で福島をめ
ぐる攻防の第
二ラウンドが
始まります。
　原発再稼働・
新規建設攻撃
との闘いと、
もう一つの舞
台となる被曝・
健康被害との
攻防です。こ

の新たな段階に立った時、是非とも読んでいた
だきたい本が小笠原和彦氏が著した『東電被曝
二〇二〇・黙示録』( 風媒社刊 ) です。この著
作物は福島原発事故による被曝と健康被害の実
証的解明の道を探った貴重な作品と言えます。
筆者の居住する千葉県東葛地域から、福島県の
飯館村、大熊町、浪江町、福島市、郡山市など
の居住者への聞き取り行脚の記録です。
　私は福島の今と結びつけながら、この間ヒロ
シマ、ナガサキの被爆者の闘いから改めて学び
始めています。核と原発に反対する闘いを更に
前に推し進めて行く上で小笠原氏のこの労作も
大いに力になりました。
●千葉での小児甲状腺がんの実態からはじまる
　彼が最初に足を運んだのは千葉県北西部の東
葛地域です。この地域では 3・11 から５年で
3人の小児甲状腺がんが発見されたというとこ
ろから始まります。検査総数は 1832 人。福島
の県民健康調査のようにやればもっと多くの発
症が確認されるのではないかと言われていま
す。
●ヒロシマ「黒い雨」を彷彿とさせる体験
　次に飯館村からの報告として、「奇妙な現象」
に触れられています。飯館村住民の写真家・安
齋氏がフクイチ（福島第一原発）の水素爆発の
際「雲がかかっていて大気が何か赤錆びたよう

に見えた」「あとは金属の匂い」がしたという。
「その日、飯館村は雪になり、黒っぽい雪が降っ
てきた」と語っています。ヒロシマ「黒い雨」
訴訟を彷彿とさせる話です。
●明らかにされる健康被害
　さらに南相馬市立総合病院の 2010 ～ 2017
年の患者数の推移の一覧表が掲載されていま
すが、甲状腺がんの患者数は 29倍、白血病は
10.8 倍など驚くべき実相が明らかになってい
ます。心筋梗塞や肺がんなど他の疾患も軒並み
４倍等々。
　今一つ、稽

けいりゅう

留流産について書かれています（稽
留流産とは、出血や腹痛などのいわゆる流産の
徴候がないが、超音波検査で発育が停止（流産）
していると診断されるもの）。いわゆる「奇形児」
に関わることです。検査の結果で「奇形児」と
判明した場合、流産のような形で対処。医師は
カルテに記録しないそうです。証拠が残るから
です。これはかなりの数に上るようです。また
福島県立医大病院の退職看護師の話として、検
査でもわからず出産して「奇形」がみられる場
合、これも闇に葬る。そして箝

かんこう

口令がしかれる
との話も載っています。更にヤマトシジミの奇
形の話、福島県の男女出生比率の異様さなど他
のメディアが全く報道しないことが沢山明らか
になっています。
　この本は聞き書き方式のためデータに基づい
て展開されているものは少ない。これは今後の
私達の課題だと思います。NAZEN いけぶくろ
ではこの著者である小笠原和彦さんを招いて講
演会を行います（2 月 13 日 13 時 30 分～と
しま区民センター・資料代５００円）。
　福島の核惨事に怒り、何とかしようと思って
いる方、皆さん是非この本を読んで口コミで
回りの人達に伝えて欲しいと思います。3・11
がまたやって来ます。現地に馳せ参じましょう。
そして怒りも新たに福島と一緒に進みましょ
う！

NAZEN いけぶくろ櫛渕秀人
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原発トピックス（2021 年 1月 12 日～ 2月 11 日）

◆小児甲状腺がん２５２人に

 福島の県民健康調査検討委員会が１５
日に開かれ、小児甲状腺がんが疑いも含
め２５２人となった（昨年６月末）。今
回初めて、事故当時０歳と２歳だった女
児２人が甲状腺がんと診断されたことが
分かった。県内２６の小中高で県が聞き
取り調査した結果が報告され、学校での
集団検診見直しへさらに舵が切られた。
（１月１６日　Our Planet TV）
 

◆収束作業１０年、過酷な被曝

　記者が事故収束作業が続く原発構内に
入った。今回は、普通のマスクとゴーグ
ルという身軽な装備。最も高線量だった
２、３号機の間も毎時１５０マイクロシー
ベルトに下がっていたが、放射能汚染
されていない場所の約３００倍。３、４
日働けば一般人の年間被曝限度（１ミリ
シーベルト）に達する。労働環境の過酷
さは変わっていない。(１月１９日　東京）

◆県と市町村で避難者数３万人の差

　東日本大震災と福島第一原発事故の避
難者数を巡り、福島県が約３万６０００
人としているのに対し、県内の各自
治体が避難者とする総数は少なくとも
６万７０００人超に上り、３万人以上の
開きがあることが分かった。集計手法は
直後からばらばらで、避難者の動きを統
一して把握できていない。適切な支援が
難しい一因との指摘も。（１月３０日　
共同）

◆東海第二、工事の契約妥結できず

　日本原子力発電（原電）が運営する東
海第二原発で、再稼働のための工事を巡
る原電とゼネコン３社の契約交渉が、交
渉開始から２年以上を経ても妥結して
いないことが分かった。原電は工事費を
約１７４０億円としているが、ゼネコン
の見積額はこれを上回っている。２２年
１２月とされる工事の終了予定が延びる
可能性がある。( ２月１日　朝日）

◆経産相、処理水処分の決定急がぬ

　梶山弘志経産相は、福島第一原発で増
え続ける放射性物質を含んだ処理水の処
分方針を巡り、「ある時期には決断しな
ければならない」と述べた。「いつまで
も方針を先送りできない」との文言を使
わず、決定を急がない可能性を匂わせた。
東電は２２年夏頃としてきたタンク満杯
時期を、１月末に２２年秋以降と先延ば
しした。（２月５日　福島民報）

◆柏崎刈羽の不正行為を報告せず

　原子力規制委員会は、事務局を担う原
子力規制庁が昨秋に東電から柏崎刈羽原
発での不正行為の連絡を受けながら、１
月まで規制委に報告していなかったと明
らかにした。同原発の所員は９月に他人
のＩＤカードを使って不正に中央制御室
に入室。規制委はその不正行為を把握せ
ずに、同原発の安全管理について定めた
「保安規定」を了承。( ２月９日　毎日）
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　１月から 2021 年度になりました。新たな年会
費の納入をお願いします。年会費（１月～１２月）
個人一口 2000 円、団体一口３０００円です。保
養カンパも通年で受け付けています。よろしくお
願いいたします。

◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　ＮＡＺＥＮ
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養カンパ」などお書き下さい

7

◇◆◇　診療所基金はこちら　◇◆◇
　　福島診療所建設委員会の口座へ
★郵便振込口座　02200-8-126405

　　　福島診療所建設基金

★銀行口座

　福島銀行　本店（110）普通　1252841

　福島診療所建設基金　代表　渡辺　馨

へへ

1

■NAZEN いけぶくろ講演会
「福島原発事故 - 聞き書き調査による健康被害の実態」
小笠原和彦さん（「東電被爆 2020 黙示録」著者）
と　き　2月 13日（土）13時 30分～
ところ　としま区民センター会議室５０４
資料代５００円
■３・11から 10 年―福島のいま―
　NAZEN 徳島写真展
と　き　2月 19日～ 3月 3日
ところ　徳島シビックセンター市民ギャラリー
　　　　入場無料
■ＮＡＺＥＮ長崎結成 9周年集会
と　き　2月 21日 ( 日 )13:30 開会
ところ　長崎市民会館大会議室
記念講演　杉井吉彦（ふくしま共同診療所医師 )
■反原発舞鶴行動
と　き　2月 21日 ( 日 )14 時集会開始
ところ　東舞鶴駅駅南公園
集会後市内デモ
■ 2・23 避難・保養・医療の現状を問う
と　き　2月 23日（火・休）13:30 ～ 16:00
ところ　かながわ県民センターホール
〇講演　牛山元美さん（さがみ生協病院医師）
〇報告　村田弘さん（ふくかな訴訟・原告団長）他
【事前予約制】　kdaikoushin@gmail.com　または
080-5002-8744にメールまたはメッセージでお名前、
参加人数、連絡先を明記ください。コロナ感染拡大に
よる変更などを事務局から連絡します。

■飛田晋秀さん写真展＆講演会『福島のすがた』
2 月 23 日（火・休 ) 東京・中野ゼロにて
11:00~18:00 写真展：美術ギャラリー１　無料
18:30~20:30 講演会：小ホール会場費 500 円
連絡先　なんぶユニオン　03-3778-0717
■新潟・写真家・飛田晋秀さんが語る真実
２月 28日（日）新潟市立中央図書館（ほんぽーと）
＜ギャラリートーク＞
１回目 13:00 ～ 14:30　2回目 15:00 ～ 16:30
（連絡先）ＮＡＺＥＮにいがた 090-2842-9127（山口）
■３・６ちば討論集会　コロナとフクシマ
　原発事故 10年―私たちはいかに立ち向かうべきか
お話　織田翔子さん（ＮＡＺＥＮ東京）
と　き　３月６日（土）13時～
ところ　ＤＣ会館（千葉市中央区）
主催　原発なくせ！ちばアクション
■とめよう！東海第二原発　日本原電本店抗議
と　き　３月 11日 ( 木 )17:00 ～ 18:00
ところ　日本原電本店前
とめよう！東海第二原発 首都圏連絡会
■追悼と東電本店抗議
と　き　３月 11日 ( 木 )18:45 ～ 20:00
ところ　東京電力本店前
東京電力本店合同抗議実行委員会
■福島原発事故 10年さようなら原発首都圏集会
と　き　3月 27日 ( 土 )
ところ　日比谷公園大音楽堂（日比谷野音）
12：00 開場 13：00 オープニング・ライブ
13：30 開会 14：45 デモ出発

●３・１１反原発福島行動 ’21
日時　3月 11日（木）　13時開会
会場　郡山総合体育館（福島県郡山市豊田町 3-10）
●トークセッション　伊藤延由さん（飯舘村）／飛田晋秀さん（三
春町）／渡辺瑞也さん（小高赤坂病院院長）
■同時開催　写真展（飛田晋秀さん／吉沢正巳さん）柔道場（1階）

●賛同をお願いします！
団体・個人とも一口 1000 円で賛同してください。お名前・肩
書・メッセージ（あれば）、公表可か不可かを明記して下記の
郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。
実行委員会／福島県郡山市本町２丁目 24-9-B
TEL&FAX 024-905-7759
 090-2271-8514（遠藤）
メール 3.11fukushimaaction@gmail.com
郵便振替　02220-2-135317
加入者名　3.11 反原発福島行動実行委員会

拡大に

記して下記のののののののののの


